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 「 農
と食」

で地域を元
気に！

特
集協

同
の
力

農
で
輝
く
人

食
の
あ
り
が
た
み
肌
で
感
じ
る

農
業
は
素
晴
ら
し
い
職
業

〜 S N S で 情 報 発 信 中 〜

JA遠州中央 
LINE公式アカウント

JA遠州中央 YouTube

JA遠州中央 Instagram
@enchu_gram

JAネットローンの
情報・仮申込はこちら▶

JA遠州中央
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2 ふるさと瞬景

4 特集

協同の力

10 この人に聞く

12 農で輝く人

13 わッ！女性部

14 楽しい家庭菜園
どっさりキッチン

16 ときめきトピックス

18 インフォメーション

20 投げもち・のしもち等販売終了のお知らせ

いきいき健康クリニック

21 JAの落語で学ぶ相続セミナー

JAバンクを装ったフィッシングメールにご注意ください！

22 おたより掲示板

まちがい探し

23 ときめきすまいる

編集後記

二
宮
尊
徳
幼
少
之
像（
磐
田
市
豊
田
）

Ｊ
Ａ
豊
田
北
支
店
の
一
角

薪
を
背
負
い
本
を
読
む
少
年

江
戸
末
期
、
農
村
復
興
に
尽
力
し
た

二
宮
尊
徳（
金
次
郎
）の
幼
き
姿

台
座
の
銘
板
に
は

「
昭
和
８
年
８
月　

富
岡
村
産
業
組
合
員
一
同
ノ

喜
捨
ニ
ヨ
リ
之
ヲ
建
設
ス
ル
」と
刻
ま
れ
て
い
る

「
勤
勉
」「
孝
行
」の
象
徴
と
し
て

戦
前
・
戦
後
の
小
学
校
な
ど
に

全
国
で
設
置
・
寄
贈
さ
れ
た
像

電
線
も
ま
だ
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
時
代

物
心
と
も
に
豊
か
な
社
会
を
願
い

荒
れ
た
農
村
の
復
興
を
導
い
た

二
宮
尊
徳
の
志
を
今
に
伝
え
る

時
は
流
れ
、
今
こ
の
銅
像
の
周
囲
に
は

豊
か
な
田
園
が
広
が
り

農
産
物
の
物
流
拠
点
と
し
て

Ｊ
Ａ
園
芸
流
通
セ
ン
タ
ー
が
建
つ

銅
像
は
こ
れ
か
ら
も

地
域
農
業
を
静
か
に
見
守
る

N
二宮尊徳幼少之像

寺
谷
用
水 JA豊田北支店●

JA園芸流通センター
●

ながふじ学府
小中一体校
●

●ヤマハ
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磐田バ
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協協同同のの力力
~2025年は「国際協同組合年」です~~2025年は「国際協同組合年」です~

　「相互扶助」の精神で人々が助け合う組織として誕生した「協
同組合」。国内に4万716組織※あり、人々の暮らしのさまざ
まな場面に関わっています。
　国連は2023年11月3日の国連総会で2025年を「国際協同
組合年」とすることを宣言しました。これは、2012年に続い
て2回目となります。
　私たちJAは農業や暮らしを支え合う協同組合として、地域
に根差し、ともに歩んできました。
　国際協同組合年に際し、協同組合の歴史や種類、そして私
たちJAが担う役割を紹介します。

※単位組合数、協同組合の連合会数の総数（出典：2022年事業年度版　協同組合統計表）

特 集 協 同 の 力

国際協同組合年
(IYC : International Year of Cooperatives)

なぜ国連は2025年国際協同組合年を設定したの？

協同組合は組合員のニーズや願いを実現させ、組合員の利益を守り、向上させることを目的
としています。
利益を追求し、株主に配当することを主目的とする株式会社と大きな違いがあります。

株式会社は「1株1票制」と呼ば
れ、多くの株式を持つ人が大き
な影響力を持っています。それ
に対し、協同組合は組合員が
出資し、組合の利用者と同時
に運営者になります。組合員全
員が参加し方針を決める「1人
1票制」を採用しています。

　国連は国際協同組合同盟と連携を図り、
国際協同組合デーの開催、国連総会におけ
る協同組合振興決議、協同組合振興のため
の国連ガイドラインの策定など協同組合振興
に努めてきました。
　国連が協同組合を重視するのは、協同組
合がその事業や活動を通じて、女性・若者・
高齢者・障がい者を含むあらゆる人々の経
済社会開発への参加を促し、貧困の根絶、雇
用の創出、社会とのつながりの強化に貢献す
るとともに、持続可能な開発などに貢献でき
る企業体・社会的事業体であると評価してい
るからです。

協同組合と株式会社の違い
目的

運営方法

同じ目的を持った人たちが集まり、助け合う組織
　「こういうサービスがあれば、もっと暮らしが豊かになるのに」、「こういうサポートがあれば、もっと生産性を
上げられるのに」といった共通のニーズや願いを持つ人（＝組合員）が自主的に集まる組織です。“万人は一
人のために、一人は万人のために”という相互扶助の精神の下に集まり、協同でさまざまな事業や活動に取り
組んでいます。

協同組合は、組合員の、組合員による、組合員のための組織なのです！

シンボルマークは人々の団結を表現します
より良い世界を築くために、世界
中の人々が互いに結びつく様子
を表しています。赤は社会、青は
経済、緑は環境を表し、これらを
合わせると、持続可能な開発に向
けた協同組合の貢献を表します。

【協同組合はよりよい世界を築きます】
Cooperatives Build a Better World

2025年テーマ

出資・利用

出資・利用 出資・利用

事業展開による
サービスの提供・配当

事業展開による
サービスの提供・配当

組合員

組合員 組合員

株 主

株式会社協同組合

労働者
労働

賃金

配当
出資

そもそも協同組合ってなに？

協同組合 株式会社

目的 組合員のニーズや
願いの実現 利潤の追求

出資者 組合員 株主
（投資家・法人）

利用者 組合員 不特定多数の顧客

運営者 組合員
（その代表者）

株主代理人としての
専門経営者

運営方法 1人1票制 1株1票制
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　JA遠州中央のFM&農産物直売所は、一般の
スーパーに負けない価格で農畜産物を提供してい
ます。季節ごとの新鮮な農産物を楽しめるイベント
や、生産者部会による試食販売会などを開催して、
農畜産物の消費拡大と農業所得の向上に取り組ん
でいます。

　生産者が生産した農産物を集荷し、品質・規格
を選別して安定的に一括出荷することで、有利販
売に結びつけています。また農業生産に必要な資
材を、計画的な大量購入によって安い価格で仕入
れ安定的に供給しています。
　生産者個人では難しい、スケールメリットを発揮
できる「共同販売」「共同購買」を行なっています。

　生産者部会では、生産者同士がつながりを強め、安定した生産や品質の向上を目指しています。青年部は食農活
動を通じて社会に貢献するとともに、農業者同士の交流やスキルアップを図っています。女性部は食農体験活動な
どを通じ地域社会に貢献し、共通の趣味を持つ仲間づくりを行なっています。
　農業者がそれぞれの立場で絆を深め、協同する場（各種組織活動）で支え合い、地域社会づくりに貢献しています。

さまざまな協同組合が、地域で助け合いの輪を広げ、さまざまな協同組合が、地域で助け合いの輪を広げ、
持続可能な開発目標に貢献しています！持続可能な開発目標に貢献しています！

JA遠州中央は、JA遠州中央は、
地域に根ざした協同組合として、地域に根ざした協同組合として、
相互扶助の精神の下に、相互扶助の精神の下に、
持続可能な農業と豊かで持続可能な農業と豊かで
暮らしやすい地域社会を暮らしやすい地域社会を

実現します。実現します。

第1次産業生産者の協同組合
（農協、漁協、森林組合）

　第1次産業（農業・林業・漁業）に携わる地域の
組合員のニーズに対応し、経営・技術指導、低コス
ト資材の供給、共同販売、事業資金や生活資金の
貸付けなどにより組合員の農林水産業経営と生活
を守ることを通じ、消費者への安全で新鮮な農林
水産物の生産・販売と農地、山林、海など美しい国
土の保全に寄与しています。農・林・漁業別に協同
組合が組織されています。

万が一を助け合う共済の協同組合
（農協、生協、漁協、中小企業組合など）

　共済とは、私たちの生活を脅かすさまざまな危険
（生命の危険や住宅災害、交通事故など）に対し、
組合員同士で助け合う相互扶助を具現化した保
障事業です。組合員があらかじめ一定の掛金を拠
出して、協同の財産を準備し、死亡や災害など不測
の事故が生じた場合に、組合員や遺族に生じる経
済的な損失を補い、生活上の安定を図るため、そこ
から共済金を支払います。つまり、組合員の誰かが
困ったときに、他の組合員全体が助ける仕組みです。

中小企業の協同組合
（事業協同組合、企業組合など）

　経営資源の限られた中小企業は個々の企業努
力だけでは、経営の近代化・合理化など、多くの課
題を解決することは困難です。中小企業組合制度
の活用によって企業同士が連携し、それぞれが保有
するノウハウや経営資源を補完し合い、さまざまな取
り組みを通じて経営基盤の強化を図っています。

医療・福祉の協同組合
（農協厚生事業、医療福祉生協）

　病院・診療所、介護老人保健施設、訪問看護ス
テーションなどの幅広い事業を展開しています。地域
に密着した医療・福祉サービスの提供を通じ、安心
して暮らし続けられる地域づくりに取り組んでいます。

消費者の協同組合
（生協）

　地域や職域の消費者が組合員となり、よりよい暮
らしの実現を目指し、店舗事業や宅配事業を通じて、
安全・安心な商品（消費財）を共同購入しています。
　組合員同士の助け合いや子育て支援などの組
合員活動を通じ、安心して暮らせる地域づくりを推
進しています。

協同労働で仕事をおこす協同組合
（労働者協同組合）

　人々が自ら出資して起業し、自ら労働者として共
に働き、民主的に経営する「協同労働の協同組合」
です。
　起業を通じて地域に働く場をつくり、社会の課題
解決やニーズに応え、持続可能で活力ある地域社
会づくりに貢献します。

協同組織金融機関
（信用組合、信用金庫、労働金庫、農協、漁協）

　出資者でもある組合員（会員）が預貯金し合い、
集まったお金を必要な時に適切な審査のもとに組
合員（会員）に融資する協同組合組織の金融機関
です。地域に根差し、農業者、漁業者、勤労者、中小
企業などの経営安定や改善、住民の暮らしの向上
など、さまざまな問題解決をお手伝いし、地域経済
の発展に貢献します。

販売・購買ファーマーズマーケット（FM）　　
　　　　　＆農産物直売所

組織活動

農業者の
所得増大

農業生産の
拡大

地域の
活性化

特 集 協 同 の 力



11 102025年 10・11月号2025年 10・11月号

自然を感じる開放的な店外空間

KINJIRO  RAMEN

『（株）OUTDOOR FREE 
MAKE』のホームページ

『ラーメン屋 金次郎』の
インスタグラム

来店者を迎える二宮尊徳（金次郎）像

テラス・庭園へとつながる民家を改築した店内

　

森
町
の
山
と
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
で
、
ラ
ー
メ

ン
店
を
営
み
造
園
師
と
し
て
も
活
動
す
る
人
が
い
ま
す
。

　

２
０
２
1
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
ラ
ー
メ
ン
屋  

金
次
郎
」で
は
、

自
家
製
麵
と
こ
だ
わ
り
の
素
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

店
を
訪
れ
る
人
に
、
小
さ
な
幸
せ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
尽
力

す
る
豊
田
祐
太
朗
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

日常に小さいｈａｐｐｙを
「ラーメン」と「造園」の二刀流

た
頃
、
会
社
が
保
有
す
る
森
町
の
空
き
家

を
活
用
で
き
な
い
か
と
い
う
話
が
持
ち
上

が
り
、
自
分
が
ラ
ー
メ
ン
を
作
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
空
き
家
を
使
い
ラ
ー
メ
ン
店
を

開
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
社
に

入
っ
て
約
８
カ
月
後
、
23
歳
の
11
月
の
こ

と
で
す
。
店
名
を
決
め
る
際
、
頭
に
浮
か

ん
だ
の
は
二
宮
尊
徳（
金
次
郎
）像
。
造
園

会
社
で
の
勤
務
初
日
、
初
仕
事
が
、
社
長

と
一
緒
に
県
内
ホ
テ
ル
の
金
次
郎
像
を
撤

去
す
る
作
業
で
し
た
。
店
に
あ
る
石
像
は

そ
の
時
の
も
の
で
す
。
薪
を
背
負
い
な
が

ら
読
書
を
す
る
金
次
郎
と
造
園
業
に
従
事

し
な
が
ら
ラ
ー
メ
ン
を
作
る
自
分
の
姿
を

重
ね
合
わ
せ
ま
し
た
。
歩
き
な
が
ら
読
書

を
す
る
の
は
危
険
と
い
う
理
由
で
金
次
郎

像
が
撤
去
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
聞
き
ま

す
が
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
勤
勉
さ
や
学

ぶ
姿
勢
の
大
切
さ
は
常
に
心
に
刻
ん
で
い

た
い
で
す
。

　

店
の
オ
ー
プ
ン
当
初
は
、
ラ
ー
メ
ン
職

人
も
い
な
く
て
、会
社
の
社
員
数
名
で
ラ
ー

メ
ン
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
お
す
す
め

は
志
那
そ
ば
、
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｏ　

Ｒ
Ａ

Ｍ
E
Ｎ
で
す
。
麺
は
自
家
製
で
北
海
道
産

小
麦
を
２
種
類
使
用
し
、
し
ょ
う
油
は
知

多
半
島
の
た
ま
り
し
ょ
う
油
を
１
カ
月
寝

か
せ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
は
県
西

部
の
厳
選
し
た
食
材
、
米
は
森
町
産
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
生
産
者
に
会
い

知
ら
な
い
世
界
へ
の
好
奇
心

　

私
は
浜
松
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
高
校
卒

業
後
は
懐
石
料
理
を
学
ぶ
た
め
に
上
京
し

ま
し
た
。
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
サ
ッ
カ
ー

を
続
け
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
働
き
な
が

ら
小
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
コ
ー
チ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
し
て
い
ま
し
た
。
親

御
さ
ん
と
の
会
話
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な

考
え
方
に
触
れ
、
も
っ
と
新
し
い
世
界
を

知
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
20
歳
で

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
渡
り
ま
し
た
。
現
地

の
ラ
ー
メ
ン
屋
で
働
き
、
多
国
籍
の
人
た

ち
と
接
す
る
中
、
日
本
語
が
通
じ
な
い
環

境
で
自
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
４
年
間

働
く
予
定
で
し
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

行
っ
て
約
１
年
後
に
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
21

歳
で
帰
国
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
北
海
道

ニ
セ
コ
町
で
ホ
テ
ル
マ
ン
と
し
て
働
き
ま

し
た
が
、
仕
事
量
が
安
定
せ
ず
、
半
年
ほ
ど

で
地
元
に
戻
り
ま
し
た
。
ラ
ー
メ
ン
屋
を
営

む
父
か
ら
面
白
い
社
長
が
い
る
と
聞
き
、
22

歳
の
時
に
社
長
が
経
営
す
る
浜
松
市
の
造

園
会
社『（
株
）Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ 

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
』に
就
職
し
ま
し
た
。

『
ラ
ー
メ
ン
屋
　
金
次
郎
』

オ
ー
プ
ン

　

入
社
後
、
造
園
の
仕
事
に
熱
中
し
て
い

に
行
っ
て
食
材
を
決
め
、
器
も
食
材
の
大

切
な
要
素
と
捉
え
、
岐
阜
県
の
職
人
に
会

い
に
行
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
ラ
ー
メ
ン

を
提
供
す
る
仕
事
を
単
な
る
作
業
に
し
た

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
命
を
削
っ
て
働
い
て

い
る
か
ら
こ
そ
惰
性
で
働
き
た
く
あ
り
ま

せ
ん
。
生
産
者
た
ち
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
、

そ
の
こ
だ
わ
り
や
想
い
を
１
杯
の
丼
ぶ
り

に
詰
め
込
み
、
食
べ
た
人
に
笑
顔
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

実
家
が
ラ
ー
メ
ン
屋
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
子
ど
も
の
頃
、
休
日
に
家
族
で
出
か

け
た
思
い
出
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
今

は
多
く
の
ご
家
族
連
れ
が
店
を
訪
れ
て
く

れ
ま
す
。
自
身
の
幼
少
期
の
経
験
か
ら
家

族
と
の
時
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
い

う
想
い
も
あ
り
、
テ
ラ
ス
席
は
犬
連
れ
も

Ｏ
Ｋ
に
し
て
い
ま
す
。
犬
も
大
切
な
家
族

と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

芝
生
の
庭
で
は
サ
ッ
カ
ー
も
で
き
て
、

石
の
ス
テ
ー
ジ
や
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
、
造
園

師
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
も
詰
め
込
ん
で
い

ま
す
。

　

訪
れ
た
人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い

う
一
心
で
空
間
を
つ
く
り
、
料
理
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

　

店
は
５
年
目
を
迎
え
、
今
で
は
県
内
外

か
ら
お
客
さ
ま
が
訪
れ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
来
て

い
た
カ
ッ
プ
ル
が
結
婚
し
、
店
で
2
次
会

を
開
い
て
く
れ
た
り
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
、

お
子
さ
ま
連
れ
で
来
店
さ
れ
た
際
に
、
座

敷
に
幼
児
用
の
椅
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
れ
る
な
ど
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
会
話
だ
け

で
な
く
、
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
も
大
切
に
し
、

お
客
さ
ま
に
寄
り
添
っ
た
接
客
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
お
帰
り
の
際
に
は「
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」と
お
声
掛
け
し
、
元
気
に
次

の
場
所
に
向
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い

を
込
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標

　

日
頃
か
ら
ラ
ー
メ
ン
と
造
園
の
こ
と
が

頭
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
休

日
は
、
研
究
の
た
め
に
外
食
や
器
探
し
に

出
掛
け
た
り
し
て
い
て
、
興
味
や
遊
び
の

延
長
が
仕
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が

楽
し
く
な
け
れ
ば
人
を
喜
ば
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
情
熱
を
持
っ
て
今
の
仕

事
に
取
り
組
み
、「
ラ
ー
メ
ン
」と「
造
園
」

の
二
刀
流
で
い
ず
れ
は
チ
ー
ム
で
海
外
へ

進
出
し
た
い
で
す
が
、
今
は
ま
だ
こ
の
場

所
で
多
く
の
人
と
出
会
い
、
学
び
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の「
ラ
ー
メ
ン

屋　

金
次
郎
」の
進
化
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

27歳　浜松市中央区
１９９８（平成10）年、浜松市生まれ。
趣味はサッカーと読書。好きな料理のジャンルは和食。豊

とよ

田
だ

 祐
ゆう

太
た

朗
ろう

さん

ラーメン屋 金次郎　店長／造園師
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地
域
と
農
業
に
感
謝

　

就
農
し
て
12
年
目
と
な
り
、
こ
の
地
域

に
も
農
業
と
い
う
仕
事
に
も
だ
ん
だ
ん

慣
れ
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。
袋
井
市
浅
羽

の
き
れ
い
な
地
下
水
と
砂
地
と
い
う
最
高

の
環
境
で
土
耕
栽
培
す
る
イ
チ
ゴ
は
、
栄

養
を
た
っ
ぷ
り
吸
っ
て
甘
く
大
粒
に
仕
上

が
っ
て
い
ま
す
。
肥
料
は
地
元
の
畜
産
農

家
か
ら
い
た
だ
い
た
堆
肥
を
使
っ
て
い
て
、

有
機
肥
料
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
大
変
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
人
が
多
い
で
し
ょ
う
が
、
私
は
と
て
も
素

晴
ら
し
い
職
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分

で
栽
培
し
て
食
べ
る
イ
チ
ゴ
は
も
ち
ろ
ん
、

交
流
の
あ
る
農
家
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
旬

の
野
菜
は
と
て
も
新
鮮
で
お
い
し
く
、
食
の

あ
り
が
た
み
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
最
近
は
、
仕
事
と
い
う
よ
り
日

常
の
中
に
農
業
が
溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う

な
感
覚
で
す
。
イ
チ
ゴ
は
3
6
5
日
、
目
を

離
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
常
に
農
業
の

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
挑
戦

　

近
頃
は
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
新
た
な

こ
と
へ
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け

は
、
鳥
獣
被
害
を
軽
減
し
た
い
と
い
う
想

い
か
ら
で
し
た
が
、
ジ
ビ
エ
に
も
興
味
を

持
っ
て
い
た
た
め
取
り
組
ん
で
み
て
楽
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
は
罠
で
の
狩
猟

だ
け
で
す
が
、
来
年
は
猟
銃
に
も
挑
戦
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
青
年
部
員
と
し
て
、
こ
ど
も

食
堂
利
用
者
を
対
象
と
し
た
農
業
体
験
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
の
娘
も
参
加
し

て
、
農
業
に
関
心
が
深
ま
っ
た
よ
う
で
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
貢

献
活
動
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

Ｊ
Ａ
職
員
や
部
会
員
の
先
輩
に
も
お
世

話
に
な
り
、
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
な
が

ら
、
新
規
就
農
者
の
目
標
と
な
る
よ
う
な

生
産
者
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
な
ず
な
工
房

と
し
て
活
動
し
、
今
年
で
18
年
目

を
迎
え
ま
す
。
普
段
は
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
店
や
、
Ｊ
Ａ
天
竜
山
の
市
や

と
き
め
き
マ
ル
シ
ェ
な
ど
で
総
菜
や

弁
当
の
提
供
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
依
頼
が
あ
れ
ば
仕
出
し
弁
当

の
注
文
も
承
っ
て
い
ま
す
。

　

化
学
調
味
料
は
入
れ
ず
、
地
元

産
の
農
産
物
を
使
っ
た
こ
だ
わ
り

の
お
弁
当
は
大
人
気
で
す
。
特
に

コ
ロ
ッ
ケ
や
き
ん
ぴ
ら
は
評
判
が
良

く
、
午
前
中
に
は
売
り
切
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
地
域
の
方
が「
た
く
さ
ん

採
れ
た
か
ら
使
っ
て
！
」と
、
野
菜

を
届
け
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

食
べ
た
人
が
笑
顔
で「
お
い
し
い
」

と
言
っ
て
く
れ
る
の
が
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
栄
養
満
点

の
お
い
し
い
お
弁
当
を
作
っ
て
い
き

ま
す
。

「
お
い
し
い
」が
原
動
力

天竜支部

松
まつ

本
もと

 光
みつ

枝
え

さん

［
P
R
O
F
I
L
E
］　
44
歳　

袋
井
市
浅
羽

１
９
８
１
年
、
宮
城
県
生
ま
れ
。
妻
・
娘
３
人
と
５
人
暮

ら
し
。
２
０
１
４
年
に
都
内
の
旅
行
会
社
か
ら
転
職
。
早

朝
、
遠
州
灘
で
行
な
う
釣
り
が
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
。

袱
ふく

紗
さ

を作る部員ら

SDGsと女性部

すてきに変身！リメイク手芸

　磐田支部の大藤地区では、部員の稲垣さんが講
師となり、6月30日にJA磐田北支店でリメイク手芸
教室を行ないました。
　茶工場で廃棄になる茶缶は小物入れに、古い着
物のはぎれは袱

ふく

紗
さ

に変身しました。
　布の柄を選びながら作るのが楽しかったです♪
　来年1月には、豊田ゆうあいの里のデイサービス
利用者と一緒に茶缶の小物入れを作る予定です。

　今年も女性大学「さぷりスクール」が始まりました。
　2025年度の受講生は11人です！
　第1回目の8月5日は、JA本店の会議室で入学式とシャボ
ンインテリアフラワーを実施しました。
　今後は、みそ作りや豆腐作り、おいしいお茶の入れ方教
室などを行なう予定です。
　JAならではの学びの場
でたくさんのことを体験し
ていきます♪

女性大学「さぷりスクール」
が今年もスタート！

　8月18日、天竜支部のフレッシュミズグループ・サ
プスククッキングの部員たちを含む親子6組が集まっ
て、春野ふれあい生活工房で親子クッキングスクー
ルを開きました。
　「タマネギはどうやって切るの…？」
　子どもたちの素朴な疑問に答えながら、みんなで
楽しく料理をしました。
トマトとオクラのチキンカレーにフルーツゼリーを添え
て、栄養たっぷりのおい
しいご飯が作れました。
　楽しい親子時間が作
れてみんな大満足でし
た！

　親子クッキングスクール
　元気いっぱい夏野菜カレー！

料理をする参加者ら

入学式に出席した受講生と講師

支部活動

天竜支部

完成した茶缶の
小物入れ



私の女性部エピソード！

女性部

　

　　
　

～みんなとともに ☆地域で輝け☆ 世代をこえて！～

13 122025年 10・11月号2025年 10・11月号

食
の
あ
り
が
た
み
肌
で
感
じ
る

農
業
は
素
晴
ら
し
い
職
業

髙た
か

橋は
し 

明あ
き

仁ひ
と

さ
ん

栽培
品目

 

─ 

イ
チ
ゴ

このページや女性部に関するお問合わせ
営農企画課　☎0538-36-7014

地
域
と
農
業
に
感
謝

　

就
農
し
て
12
年
目
と
な
り
、
こ
の
地
域

に
も
農
業
と
い
う
仕
事
に
も
だ
ん
だ
ん

慣
れ
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。
袋
井
市
浅
羽

の
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れ
い
な
地
下
水
と
砂
地
と
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最
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の
環
境
で
土
耕
栽
培
す
る
イ
チ
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は
、
栄

養
を
た
っ
ぷ
り
吸
っ
て
甘
く
大
粒
に
仕
上

が
っ
て
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ま
す
。
肥
料
は
地
元
の
畜
産
農

家
か
ら
い
た
だ
い
た
堆
肥
を
使
っ
て
い
て
、

有
機
肥
料
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
は
大
変
だ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
人
が
多
い
で
し
ょ
う
が
、
私
は
と
て
も
素

晴
ら
し
い
職
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分

で
栽
培
し
て
食
べ
る
イ
チ
ゴ
は
も
ち
ろ
ん
、

交
流
の
あ
る
農
家
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
旬

の
野
菜
は
と
て
も
新
鮮
で
お
い
し
く
、
食
の

あ
り
が
た
み
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
最
近
は
、
仕
事
と
い
う
よ
り
日

常
の
中
に
農
業
が
溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う

な
感
覚
で
す
。
イ
チ
ゴ
は
3
6
5
日
、
目
を

離
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
常
に
農
業
の

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

新
た
な
挑
戦

　

近
頃
は
狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
新
た
な

こ
と
へ
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け

は
、
鳥
獣
被
害
を
軽
減
し
た
い
と
い
う
想

い
か
ら
で
し
た
が
、
ジ
ビ
エ
に
も
興
味
を

持
っ
て
い
た
た
め
取
り
組
ん
で
み
て
楽
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
は
罠
で
の
狩
猟

だ
け
で
す
が
、
来
年
は
猟
銃
に
も
挑
戦
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
青
年
部
員
と
し
て
、
こ
ど
も

食
堂
利
用
者
を
対
象
と
し
た
農
業
体
験
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
私
の
娘
も
参
加
し

て
、
農
業
に
関
心
が
深
ま
っ
た
よ
う
で
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
貢

献
活
動
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

Ｊ
Ａ
職
員
や
部
会
員
の
先
輩
に
も
お
世

話
に
な
り
、
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
な
が

ら
、
新
規
就
農
者
の
目
標
と
な
る
よ
う
な

生
産
者
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
な
ず
な
工
房

と
し
て
活
動
し
、
今
年
で
18
年
目

を
迎
え
ま
す
。
普
段
は
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
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や
、
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Ａ
天
竜
山
の
市
や

と
き
め
き
マ
ル
シ
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な
ど
で
総
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や

弁
当
の
提
供
を
行
な
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て
い
ま
す

が
、
依
頼
が
あ
れ
ば
仕
出
し
弁
当

の
注
文
も
承
っ
て
い
ま
す
。

　

化
学
調
味
料
は
入
れ
ず
、
地
元

産
の
農
産
物
を
使
っ
た
こ
だ
わ
り

の
お
弁
当
は
大
人
気
で
す
。
特
に

コ
ロ
ッ
ケ
や
き
ん
ぴ
ら
は
評
判
が
良

く
、
午
前
中
に
は
売
り
切
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
地
域
の
方
が「
た
く
さ
ん

採
れ
た
か
ら
使
っ
て
！
」と
、
野
菜

を
届
け
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
と

て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

食
べ
た
人
が
笑
顔
で「
お
い
し
い
」

と
言
っ
て
く
れ
る
の
が
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
栄
養
満
点

の
お
い
し
い
お
弁
当
を
作
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て
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き

ま
す
。
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動
力

天竜支部
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井
市
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１
９
８
１
年
、
宮
城
県
生
ま
れ
。
妻
・
娘
３
人
と
５
人
暮

ら
し
。
２
０
１
４
年
に
都
内
の
旅
行
会
社
か
ら
転
職
。
早

朝
、
遠
州
灘
で
行
な
う
釣
り
が
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
。

袱
ふく

紗
さ

を作る部員ら

SDGsと女性部

すてきに変身！リメイク手芸

　磐田支部の大藤地区では、部員の稲垣さんが講
師となり、6月30日にJA磐田北支店でリメイク手芸
教室を行ないました。
　茶工場で廃棄になる茶缶は小物入れに、古い着
物のはぎれは袱

ふく

紗
さ

に変身しました。
　布の柄を選びながら作るのが楽しかったです♪
　来年1月には、豊田ゆうあいの里のデイサービス
利用者と一緒に茶缶の小物入れを作る予定です。

　今年も女性大学「さぷりスクール」が始まりました。
　2025年度の受講生は11人です！
　第1回目の8月5日は、JA本店の会議室で入学式とシャボ
ンインテリアフラワーを実施しました。
　今後は、みそ作りや豆腐作り、おいしいお茶の入れ方教
室などを行なう予定です。
　JAならではの学びの場
でたくさんのことを体験し
ていきます♪

女性大学「さぷりスクール」
が今年もスタート！

　8月18日、天竜支部のフレッシュミズグループ・サ
プスククッキングの部員たちを含む親子6組が集まっ
て、春野ふれあい生活工房で親子クッキングスクー
ルを開きました。
　「タマネギはどうやって切るの…？」
　子どもたちの素朴な疑問に答えながら、みんなで
楽しく料理をしました。
トマトとオクラのチキンカレーにフルーツゼリーを添え
て、栄養たっぷりのおい
しいご飯が作れました。
　楽しい親子時間が作
れてみんな大満足でし
た！

　親子クッキングスクール
　元気いっぱい夏野菜カレー！

料理をする参加者ら

入学式に出席した受講生と講師

支部活動

天竜支部

完成した茶缶の
小物入れ


























